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荒尾干潟湿地センター
干潟湿地センターへ行って来ました。ラムサール条約湿地に世界で2,054番目に

登録されたそうです。荒尾干潟に住む生き物や歴史についての展示物がありました。

皆さん興味津々で水槽をのぞいたり、展示物を見学されていました。また、海岸では

貝殻拾いに夢中の仲間達。この貝殻は創作活動に使います。詳細は裏面に掲載しています。

あらたまハートブランド

シティモールで、あらたまハートブランド販売会が

１１月に第１回目が開催され、わがんせも参加して

来ました。通りかかるお客さんに「いらっしゃいませ。

クッキーいかがですか～。」等の呼び込みも上手です。

また接客も自ら率先して「僕がします！」と、笑顔で

対応されていました。

ボランティア活動
「玉ねぎの苗植えするので、お手伝いお願い出来ますか？」と声がかかれば

「はい、行きます！」の仲間達。初めは戸惑いながらも、後半は手際良く植える

事が出来ました。

花の苗を買いに行きました。

それぞれが「これ！」と思う花を

選び、その花を後日、プランター

へ移しました。

ある日のウォーキング。

イチョウがとても綺麗

でした。短い秋を感じ

例年にない暖かさで師走が始まりましたが、皆様お変わりなくお過ごし

でしょうか。

クリスマスのイルミネーションが華やかに街を彩ったかと思えば、正月

の飾りに一変され、慌ただしく今年も終わろうとしています。

もう12月、やっと12月．..皆様にとってはどのような1年でしたでしょう。

あっと言う間に過ぎた一年を振り返りながら、年の瀬を感じるこの頃です。

今年も様々な活動に取り組んできました。まだ、コロナ禍以前の様には

出来ていない事も多々ありますが、来年は今年よりもっと楽しく活動が

取り組めたらと思っております。

慌ただしい年の暮れ、どうぞお健やかにお過ごし下さい。
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他事業所さんを見学

クリスマス会
創作活動 職員紹介
荒尾干潟で採取した貝殻に絵を

描いて、クリスマスツリーに飾り

ました。また、お部屋にも飾って

可愛くデコレーションしましたよ。

以前、わがんせを見学に来られた事業所さんの

見学に行って来ました。活動の様子等、わがんせ

と違う所もあり、良い体験となりました。

避難・消火訓練

避難・消火訓練を実施しました。

年2回行っている事もあり、消火器の

使い方は皆さん上手です。

森田 美枝子さん

（調理員）

12月より入職され

ました。美味しい

森 壽吉さん

（支援員）

11月より入職され

ました。

今年も楽しみにしていたクリスマス会！

音楽療法ではクリスマスソングで気分

を盛り上げて、給食の時にはケーキ♡

いつもよりカロリーオーバーになりまし

たが、この日はご愛嬌と言うことで。

ｍｅｒｒｙ Xmas

今年1年の世相を表す漢字は『税』

管理者 飯田崇史

今年の漢字は毎年12月12日頃に発表されます。12月12日は漢字の日で「12（いいじ）月12

（いちじ）日」の語呂合わせから、1995年に日本漢字能力検定協会によって制定されまし

た。毎年（いい字）を（一字）は覚えてほしいという願いが込められているそうです。京

都の清水寺にて今年の漢字が発表され、その様子をニュースなどで見て印象に残っている

方は多いのではないのでしょうか。

そして今年の漢字は『税』となりました。確かに今年は税について考える機会が多かった

ように思います。物価高騰や少子化の中、経済対策として現在政府は定額減税を進めたり、

異次元の少子化対策の一環として子どもが3人以上いる世帯の大学授業料を無償化しようと

しています。

ニュースを読んでいると、こうした社会保障費に関わる内容は条件が有り複雑で分かりづ

らく、回りくどい印象です。一方で防衛費に関しては社会保障費と相対的に「2027年度ま

でに防衛費2倍」など凄まじい勢いで増額しています。社会保障費もこれくらいわかりやす

く増額すればどれだけの人が救われるのかとつくづく考えます。

2024年度は障害・介護・医療サービスのトリプル改訂があります。政府は防衛費を増額す

る一方で、社会保障費は抑制と削減への動きを見せ、生活の基盤となる福祉や社会保障へ

は自己責任という考え方を取り入れ強化しようとしているように感じます。防衛費も社会

保障費も元々は私たちが収めた『税』です。今年の漢字を通じて『税』がどのように使わ

れているのか、さらに注視していかなければならないと改めて感じました。


